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NETIS登録番号 KT-180002-A 

担当部署 九州支店

担当者 池田　俊一

電話番号 092-402-0587

会社名等 東亜グラウト工業(株) MAIL syunichi.ikeda@toa-g.co.jp

技術の概要

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2022年11月22日現在）

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

TFバリア
（構造物設置型落石防護柵）

技術名称

　既設構造物天端へワイヤーロープ型落石防護柵を新設または既存防護柵の補修・補強
を行う場合、従来は天端付近にコンクリート基礎を設け支柱を埋め込む手法で施工してき
た。また、落石衝突時の安定性を確保するためには、大きなコンクリート基礎が必要となっ
てきた。その結果、構造物全体の安定性と施工性が低くなる傾向にあった。
　TFバリアは構造物天端付近へのコンクリート打設を必要最小限度（なしでも可能）にで
き、落石の衝突エネルギーを高強度ネット、緩衝装置（ブレーキリング・緩衝ゴム）で吸収す
ることで、ロックボルトに伝搬する衝撃力を小さくしている。その落石捕捉性能は実物実験
で確認している。
　構造物天端に腰掛けるように支柱を設ける形式は従来にない新しい構造である。

　本技術は既設・新設構造物上に設置する落石防護柵工である。
　従来の落石対策工は既設擁壁上部に埋め込んだ落石防護柵で対応していたが、本技
術では機能回復を目的とした落石防護柵の設置においても、既存擁壁を取り壊すことな
く、擁壁上に簡単に設置可能で、且つ既存擁壁の補強効果も合わせ持つ効果がある。
　TFバリアは既存構造物、新設構造物を問わず設置可能で、道路交通の障害となる足場
工も最小となることから早期に対応可能である。

1）擁壁や斜面に設置する場合、落石時のネットの伸びが2.5mなので、道路建築限界ま
での離隔がそれ以上あれば可能。道路が狭い場合も小規模の足場で施工可能。
2）既存防護柵がある場合にも、既存防護柵前面から擁壁天端前面まで40cm程度あれ
ば撤去せずともそのまま設置可能。

1）設置箇所が多様
　既存構造物の天端に勾配があっても設置が可能で、既存構造物に直接設置が可能で
地山への設置も可能である。
2）既設構造物の改変が少ない
　既設構造物のはつりや基礎コンクリートの打設が最小限度（なしでも可能）にすること
ができる。
3）施工性・経済性に優れる
　既設構造物に対してはロックボルトの削孔のみの作業ですむため施工性と経済性を向
上できる。
4）維持管理性（修復性）に優れる
　使用部材を少なくして単純な構造にすることで、落石捕捉後の維持管理性を高めてい
る（交換対象部材が少ない）。
5）環境負荷が低減できる　従来工法に比べCO2排出量を少なくできる
　コンクリート打設が少なく、衝撃エネルギーを効率的に吸収できる構造とした結果であ
る。

① 国土交通省：2件
② その他公共機関：6件
③ 民間等：0件
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６．写真・図・表
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技 術 概 要 
 

技術名称 
壁面走行ロボットを用いたコンクリート

点検システム 

担当部署 技術本部 安全工学研究所 

担当者 村井 達哉 

NETIS登録番号 KK-210040-A 電話番号 06-6539-5823 

会社名等 
非破壊検査株式会社 

青木あすなろ建設株式会社 
MAIL murai@hihakaikensa.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

ハイピア等の高所作業車が適用できないコンクリート構造物の壁面において目視点

検及び打音点検を行う場合、足場を仮設しての点検や橋梁点検車を用いた点検が行わ

れています。この際、点検時の高所からの落下リスク、足場仮設による工程増加、点

検作業員の技能による評価の差異、足場仮設における整地の周辺環境への影響という

課題が挙げられます。そこで、この課題に対応するため足場レスで地上から点検でき

る技術の開発に取り組みました。 

 

２．技術の内容 

壁面走行ロボットを用いたコンクリート点検システムは、ハイピア等の高所作業車

が適用できないコンクリート構造物の壁面を、点検作業員が地上から目視点検及び打

音点検できる技術です。 

壁面走行ロボットはバキュームによって壁面に吸着し、遠隔操作でコンクリート構

造物の壁面を走行し、搭載ユニットによって目視データ及び打音データを取得しま

す。また取得したデータの画像からひび割れの自動抽出及び打音結果から浮きの自動

判定を行うことが可能です。 

 

３．技術の効果 

 本システム使用による効果を以下に挙げます。 

・点検作業員による高所作業が不要で、地上からの点検作業によって転落等のリスクが

軽減するため安全性が向上します。 

・足場が不要となるため、工程の短縮並びに経済性が向上します。 

・橋梁点検車を使用しないため交通規制が不要となります。 

・画像からひび割れの自動抽出及び打音結果から浮きの自動判定ができ、操作に特別

な資格が不要なため、施工性が向上します。 

・足場仮設における樹木の伐採や地ならし等の整地が不要なため、周辺環境への影響

が小さくなります。 

 

４．技術の適用範囲 

・高さ100m以下のコンクリート構造物の壁面 

・高さ10mm以上の凹凸が無い平面及び直径8.1m以上の円筒面 

・落下防止ワイヤが設置可能な場所 

 

５．活用実績（2022年11月14日現在） 

国土交通省0件、その他の公共機関3件、民間等5件 
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６．写真・図・表 

 
図1 壁面走行ロボット外観 

 

 

 

 

 
図2 施工手順 

 

ロボット全体外観 ユニット内の外観 
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技 術 概 要 
 

技術名称 AOS工法 担当部署 AOS事業本部 

NETIS登録番号 CB-170021-A 担当者 泉川 淳 

社名等 リノブリッジ株式会社 電話番号 0120-088-293 

技術の概要 AOS工法（ARCHIST ONEPIECE-GEL SYSTEM工法）は、同じアスファルト乳剤系の伸縮

材と防水材を使用することで埋設型伸縮装置設置工と塗膜系床版防水工の工期短縮と

品質の向上を実現し、橋梁に伸縮装置機能と防水機能を保持させる工法です。 

AOS工法では、これまで個別に構成されていた橋面防水と桁端部の防水を一体的な止水

層で構成する止水構造を形成します。 

従来工法と同等水準の品質を保持しながら、15%以上のコスト低減、品質の安定化、工

期短縮等の多数のメリットがあります。 

2022年10月末日現在で全国458橋梁の販売実績がございます。 

 

 
 ※2022年度（4月～10 月）迄。 

九州地区では、九州地方整備局宮崎河川国道事務所管内１橋梁をはじめ、福岡県内３

橋梁、佐賀県内６、長崎県内３、熊本県内６、大分県内１、鹿児島県内１３橋梁の実

績があります。 

 

AOS工法で実施している性能照査試験は以下のとおりです。 

 

17 21 63 107

171

79

458

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 累計

AOS工法 施工橋梁数
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